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宗

百
人
前
か
る
た
大
会

去
最
多
の
約
一
＿
＿
0
0

名
が
参
加
、

木
早
紀
（
永
世
ク
イ
ー
ン
）
さ
ん
の
貫
録
勝
ちS

六
月
十
三
・
ニ
十
日
、
第
三
十
四
回
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
大

会
（
主
催
1
1

宗
像
大
社
、
全
日
本
か
る
た
協
会
、
主
管
1
1

九
州
か

る
た
協
会
、
後
援
1
1

宗
像
市
教
育
委
員
会
）
が
、
両
日
で
約
三
〇

0
名
の
参
加
者
を
迎
え
当
大
社
で
開
催
さ
れ
た
。

十
三
日
は
小
・
中
・
高
校
生
を
中
心
に
約
一
四

0
名
が
参
加

し
、
D

級
、
初
心
者
、
シ
ニ
ア
級
で
試
合
が
行
わ
れ
、
各
級
と
も
静

か
な
熱
戦
が
夕
刻
ま
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

二
十
日
は
A
.
B
.
C

級
と
い
っ
た
有
段
者
の
部
が
行
わ
れ
、

九
州
は
も
と
よ
り
遠
く
関
西

や
関
東
か
ら
約
一
六

0
名
の

実
力
者
が
揃
っ
た
。

例
年
に
な
い
多
く
の
参
加

者
の
為
、
神
社
隣
の
「
ア
ク
シ

ス
玄
海
」
を
借
り
る
と
い
う

措
置
も
取
ら
れ
た
が
、
高
段

者
が
参
加
す
る
A
級
で
は
実

力
が
伯
仲
し
、
激
し
い
攻
防

戦
が
夜
ま
で
続
い
た
。

大
接
戦
の
末
、
永
世
ク
イ

-= 

＊丸

I 

f l©円谷プロ
4九

この幸せな日々が、

ずっと続いていくために。

私たちは、地球に古くから存在する

様々な資源と向き合ってきた会社。

だからこそ知恵を出し合って、

人と地球にもっともっと

貢献しなければならないと思っています。

人間が、豊かな感情をわかちあいながら、

地球に学び、地球と共存していくために。

子どもたちの子どもの、

そのずっと先も、

私たちがこの星で暮らしていくために。

出光は最先端の技術で、

循環型社会をつくっていきます。

ほっと安心、もっと活力、きっと満足。出光の約束 |ウルトラ出光人
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れ
、
深
浜
海
岸
、
鐘
崎
漁
港
、
五
月
松
原
、

神
郡
宗
像
に
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
到
一
江
口
浜
（
江
口
）
、
勝
浦
海
岸
（
津
屋
崎
）
な

来
を
告
げ
る
海
開
き
神
事
が
、
六
月
二
十
ど
、
市
内
の
各
海
水
浴
場
へ
向
か
い
清
祓

四
日
宗
像
観
光
協
会
（
会
長

1
1

吉
武
邦
．
を
行
っ
た
。

彦
氏
）
、
玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
（
組
合
透
明
度
が
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
宗

長
1
1

原
重
司
氏
）
主
催
に
よ
り
執
り
行
わ
]
隊
の
海
は
国
定
公
園
に
も
指
定
さ
れ
る

れ
た
。
県
内
屈
指
の
海
水
浴
場
で
、
豊
富
な
海
の

こ
こ
二
年
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
．
幸
を
提
供
す
る
店
舗
も
数
多
く
並
ぶ
。
子

が
、
今
年
は
見
事
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
当
．
供
達
が
夏
休
み
に
入
る
と
多
く
の
家
族

日
は
午
前
十
時
一
二
名
の
神
職
が
宗
像
市
連
れ
で
賑
わ
う
こ
と
と
な
る
が
、
海
は
危

神
湊
海
岸
に
出
向
、
砂
浜
に
祭
壇
を
組
み
、
．
険
を
伴
う
も
の
で
も
あ
り
毎
年
各
地
で

玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
、
神
湊
飲
食
店
組
．
海
難
事
故
が
報
道
さ
れ
る
。
海
難
事
故
を

合
、
水
難
救
助
所
等
各
関
係
者
が
参
列
し
、
．
防
ぐ
た
め
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、

海
の
安
全
と
宗
像
地
域
の
振
い
を
願
い
決
し
て
無
理
な
事
は
せ
ず
、
楽
し
い
夏
の

祭
典
が
行
わ
れ
た
0

:
ぴ
と
時
を
こ
の
美
し
い
宗
像
の
海
で
過

祭
典
終
了
後
は
神
職
が
二
手
に
分
か
[
f
J
し
て
頂
き
た
い
。

ー
ン
（
女
流
名
人
）
の
称
号
を
持
つ
楠
木
i
て
い
る
。

早
紀
さ
ん
（
大
分
県
か
る
た
協
会
）
の
貫
]
今
大
会
は
前
例
の
無
い

禄
勝
ち
で
優
勝
し
た
°
i
規
模
の
大
会
と
な
っ
た

ま
た
大
会
に
先
立
ち
初
心
者
と
名
一
が
、
大
会
関
係
者
・
選
手
の

人
・
ク
イ
ー
ン
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
‘
]
協
力
に
よ
り
大
会
は
無
事

そ
の
参
加
者
が
初
心
者
の
部
で
優
秀
な
i
終
了
、
互
い
の
健
闘
を
称

成
績
を
収
め
る
な
ど
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
i
え
合
い
大
社
を
後
に
し

。
フ
、
百
人
一
首
を
題
材
と
し
た
漫
画
の
：
た
。
あ
く
ま
で
競
技
で
は

影
響
か
ら
競
技
人
口
の
増
加
、
対
戦
終
；
の
る
が
、
和
歌
と
い
う
我

了
後
高
段
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
こ
か
国
古
来
の
伝
統
で
も
あ

競
技
者
同
士
の
交
流
な
ど
が
積
極
的
に
．
る
「
か
る
た
」
、
か
る
た
界

み
ら
れ
、
か
る
た
界
は
近
年
活
性
化
し
]
の
益
々
の
発
展
を
心
よ
り

＿
一
こ
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 第34回

小倉百人一首かるた大会成績表
.............................................................................. 

■t；●優勝楠木 早紀 （大分県かるた協会）
準優勝岸田 論 （大阪大学かるた会）

3 位 川原 康嗣 （広島県かるた協会）

3 位新川三紀子（東京東会）
.............................................................................. 

．と』·優勝鮫島基彰（暁星かるた会）
準優勝室伏直紀（暁星かるた会）

.............................................................................. 

■Ut,·優勝緒方 創（熊本県かるた協会）
準僅勝道向 秀人 （九州かるた協会）

.............................................................................. 
■紐量■ 優勝田中芳秀（福岡大学）

優勝片山絵美子 （鹿本高校・熊本）

準優勝戸崎逸平（大阪大学）

準優勝杉本菜月（九州大学）

℃ニフ

株式会社奈斤出光 〒812-0036 福岡市博多区上呉服町 1 番 10号 TEL(092)291-4 134 
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巨「宗像大社短歌大会」の
●日時＝平成22年 11 月 6 日（土）
小中高生の部 9: 30~11 : 00 一般の部 12: 00~15: 40 
●会場宗像大社「清明殿」（宗像市田島2331)
●応募方法
◆詠草・・・小中高生は 1 人 1 首。一般は 1 人2首まで可（未発表のもの
厳守）。 B4の400字詰め原稿用紙の右半分に楷書で作品（固有名詞
など難読語にはふりがなを）、左半分に郵便番号·住所（マンション
名も）氏名（ふりがな）・年齢電話番号を明記のこと。小中高生は
学校・学年も明記のこと。
◆出詠料… 1 首 1,000円（定額小為替にて。小中高生は無料）。
詠草集送付のための切手 (50円切手2枚）を、作品と同封のこと。
◆締切日…一般＝平成22年8月 31 日（火） （当日消印有効）

小中高＝平成22年9月 7 日（火） （当日消印有効）
◆送り先•••〒 811-4175 宗像市田久 5-25-17
「宗像大社短歌大会」実行委員会事務局宛
「小」「中」「高」「一般」の別を朱書きのこと。

◆問合せ先…上記の送り先へ往復葉霰で。
●選者
小中高生の部＝桜川冴子
一般の部＝青木昭子・桜川冴子・野田光介・百合本具子 (50音順）
※講演＝五所美子 題目＝「歌のはじまり：古事記の歌」

●発表平成22年 11 月 6日（土）大会当日
選考結果送付希望の方は、結果送付代 (50円切手2枚）を

同封して下さい。
小中高生の部＝宗像市長賞・宗像市教育委員会賞・宗像大社賞·

毎日新聞社賞・奨励賞
一般の部＝福岡県知事賞•福岡県教育委員会賞・宗像市長賞・

宗像市教育委員会賞・毎日新聞社特別賞・
宗像大社宮司賞・宗像大社氏子会賞・宗像大社賞・
毎日新聞社賞・優秀賞

◆主催／「宗像大社短歌大会」実行委員会 ◆共催／毎日新間社
◆後援／福岡県・福岡県教育委員会・宗像市・宗像市教育委員会・

宗像大社・宗像大社氏子会

※応募によって得られた個人情報は、本大会以外のことに利用しません。

ご案内

. を
い
た
だ
き
、
巫
女
か
ら
は
「
神

楽
を
今
ま
で
以
上
に
好
き
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
」
等
の
声
も
聞

七
月
八
ー
十
日
迄
の
三
日
間
、
神
社
音
：
正
し
い
神
楽
舞
を
こ
え
た
。

楽
協
会
よ
り
磯
部
恵
子
先
生
を
お
迎
え
·
身
に
つ
け
よ
う
と
『
磯
部
先
生
は
神
社
音
楽
協
会

し
、
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
集
中
的
に
指
．
懸
命
に
取
り
組
ん·
-
l
7

日5

講
師
と
し
て
、
鹿
島
神
宮
・
常
盤

導
を
い
た
だ
き
、
平
素
見
落
と
し
が
ち
な
i
で
い
た
。
神
社
（
茨
城
）
、
太
鼓
谷
稲
荷
神
社

癖
を
指
摘
い
た
だ
く
な
ど
有
意
義
な
講
・
磯
部
先
生
に
は
、
指
先
、
足
先
ま
で
神
一
（
島
根
）
、
住
吉
神
社
（
福
岡
）
等
で
神
楽
舞

習
会
と
な
っ
た
。
・
経
を
集
中
さ
せ
る
事
、
「
神
職
が
祝
詞
を
を
指
導
さ
れ
な
が
ら
、
神
職
と
し
て
も
磯

当
大
社
の
巫
女
職
は
現
在
十
三
名
、
参
奏
上
す
る
よ
う
に
、
巫
女
も
神
楽
を
舞
う
部
稲
荷
神
社
（
茨
城
県
桜
川
市
）
で
御
奉

拝
の
方
も
落
ち
着
く
こ
の
時
期
に
例
年
]
こ
と
に
よ
り
大
神
様
に
御
奉
仕
し
て
い
仕
さ
れ
て
い
る
。

神
楽
舞
の
講
習
会
を
実
施
し
研
鑽
に
努
る
姿
勢
を
み
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
磯
部
先
生
の
こ
健
勝
と
こ
多
幸
を
こ

め
て
い
る
°
·
ら
気
持
ち
の
込
も
っ
て
い
な
い
舞
は
絶
｝
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
来
年
の

期
間
中
は
社
頭
の
状
況
を
み
な
が
ら
]
刈
に
舞
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
舞
に
対
す
一
講
習
会
で
は
さ
ら
に
温
習
を
重
ね
成
長

日
中
は
交
代
で
参
加
し
、
勤
務
終
了
後
も
る
姿
勢
に
つ
い
て
な
ど
熱
心
な
御
指
導
し
た
巫
女
の
姿
を
こ
覧
い
た
だ
き
た
い
。

夜
九
時
頃
ま
で
徹
底
的
に
行
わ
れ
、

〇盃蓋五
サマーキャゾペー―」 2010!
期間中、 SUGOCAでJ R九州の列車をご利用、また

はSUGOCAポイント対象加盟店で電子マネーをご

利用になるとSUGOCAポイントがなんと5倍つきます。
・；•ご利用方法によっては、ポイントが付かない場合があります。 SUGOCA加盟店であって

も、ポイントが付かない店舗があります。また、ボイントの付与率は店舗により異なります。

SUGOCAポイント及びキャンペーンの詳細はSUGOCAホームページでご確認ください。

晒回

奮¢薗、 SUGOCA/
----・ヽ● • `- -ー・→一冨――-----···-·············--

J 
JR九州

©JR九州／ RG/IP
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今
月
号
よ
り
新
連
載
を
掲
載
致
し
ま
す
▼
先
々
月
沖
ノ
島
に
調
査
に
入
ら
れ
た
福
岡
県

希
少
野
生
生
物
保
護
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
県
内
の
大
学
や
博
物
館
な
ど

で
動
植
物
の
研
究
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
▼
動
植
物
や
昆

虫
な
ど
沖
ノ
島
の
希
少
生
物
全
般
に
わ
た
っ
て
島
の
現
状
を
記
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
こ
存
知
で
；
か
ら
、
記
載
内
容
に
つ
い
て
も
一
定
期

し
ょ
う
か
？
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
[
回
の
後
に
は
見
直
す
こ
と
が
必
要
で

生
生
物
の
リ
ス
ト
（
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
）
及

□
す
。
そ
こ
で
県
で
は
平
成
十
九
年
度
か

び
、
そ
れ
ら
の
生
物
の
生
育
•
生
息
状
況
：
ら
現
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
見
直
し

を
取
り
ま
と
め
た
本
の
こ
と
で
す
。
福
一
に
取
り
か
か
り
、
今
回
の
沖
ノ
島
調
査

岡
県
で
は
県
民
の
皆
さ
ん
に
希
少
な
野
一
も
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

生
生
物
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
一
す
。

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
保
全
対
策
に
一
「
海
の
正
倉
院
」
と
も
称
さ
れ
る
沖
ノ

役
立
て
る
た
め
平
成
十
三
年
―
―
一
月
に
」
島
は
、
島
全
体
が
宗
像
大
社
の
神
域
と

「
福
岡
県
の
希
少
野
生
生
物
ー
福
岡
県
：
な
っ
て
お
り
古
来
、
九
州
本
土
と
は
長

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
ニ

0
0

一
ー
」
i
い
間
隔
離
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
八
年
一
め
森
林
植
生
は
照
葉
樹
の
タ
ブ
ノ
キ
原

度
か
ら
四
年
間
を
か
け
て
文
献
・
標
本
一
生
林
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
二
六
年
に

調
査
や
現
地
調
査
を
も
と
に
動
植
物
九
[
「
沖
ノ
島
原
始
林
」
と
し
て
国
の
天
然
記

六
七
種
、
植
物
群
落
七
十
ヶ
所
の
生
育
・
~
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
暖

生
息
状
況
や
生
態
等
に
つ
い
て
掲
載
さ
こ
流
で
あ
る
対
馬
海
流
の
影
響
を
受
け
、

れ
て
い
ま
す

0

i
多
種
多
様
な
亜
熱
帯
性
の
動
植
物
が
生

し
か
し
な
が
ら
野
生
生
物
の
生
育
・
一
育
・
生
息
す
る
北
限
地
で
も
あ
り
ま
す
。

生
息
状
況
は
常
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
一
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
沖
ノ
島
は
福
岡

`
·
‘
-
、
,
`

,11,\‘,'’9,’’ 沖
ノ
島
の
希
少
野
生
生
物
調
査

S

福
岡
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
策
定
に
向
け
て
S

福
岡
県
環
境
部
自
然
環
境
課
長
梅
崎
誠
治

ー
＇
｀
＇

l

゜ 暑中御見舞申し上げます ベ
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県
本
土
と
は
違
っ
た
特
異
な
生
態
系
を
一
に
加
え
、
島
の
自
然
に
つ
い
て
も
県
民
一
い
た
宗
像
大
社
及
び
調
査
団
の
皆
様
に

育
ん
で
お
り
、
希
少
な
生
き
も
の
の
宝
一
の
皆
さ
ん
が
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
<
―
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
i
次
回
か
ら
は
、
今
回
の
調
査
で
明
ら

さ
ら
に
沖
ノ
島
は
国
の
鳥
獣
保
護
区
一
今
回
の
調
査
団
は
福
岡
県
希
少
野
生
：
か
に
な
っ
た
沖
ノ
島
の
生
き
も
の
た
ち

（
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
な
ど
の
集
団
繁
；
生
物
保
護
検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
一
に
つ
い
て
、
各
分
類
の
専
門
家
に
よ
る

殖
地
）
、
県
自
然
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
一
中
心
に
、
県
内
の
大
学
や
博
物
館
な
ど
・
リ
ポ
ー
ト
を
順
に
掲
載
す
る
予
定
で

く
自
然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
て
一
で
動
植
物
の
研
究
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
一
す
。
次
回
は
「
植
物
」
で
す
。
皆
さ
ん
お
楽

お
り
、
鳥
獣
の
捕
獲
や
草
木
の
採
取
等
一
る
植
物
、
哺
乳
類
、
鳥
類
、
昆
虫
類
、
両
：
し
み
に
。

も
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
生
・
爬
虫
類
の
専
門
家
、
現
地
の
地
理
に
i

さ
て
、
今
回
の
調
査
は
六
月
ニ
ー
五
一
詳
し
い
宗
像
市
の
史
跡
調
査
研
究
者
以
i
-
濯

:
1

物

い
只
叶
汀
』
[
]
？
門
。
勢
十
五
名
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

l
:〗
王
こ

i
i
/
、
~
4

i
/
i
r
＂
刈

l県

0
1ツ

期
の
調
査
が
入
る
の
は
異
例
の
こ
と
で
]
幸
い
調
査
期
間
中
は
好
天
に
恵
ま
一
し
＼
｀
し
の
甲
豆

あ
り
、
こ
快
諾
い
た
だ
い
た
宗
像
大
社
i
れ
、
往
復
の
渡
航
を
は
じ
め
調
査
も
順
一
．

‘
1
,
'
l
'
>
'
面
f

g
福
l

に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
調
査
―
調
に
進
み
、
事
故
も
な
く
十
分
な
成
果
~

の
成
果
が
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と
し
一
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場

て
実
を
結
び
、
歴
史
・
文
化
的
な
重
要
性
一
を
お
借
り
し
て
調
査
に
こ
協
力
い
た
だ

9九州電力
ずっと先まで、明るくしたい．

゜
暑中御見舞申し上げます
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船後と が子中 0 社
中八に初同会心 o ·七
泊時集日行員と年贋月
し新合はし三し繁神五
た門し宗開十t=
°司）く像催六氏会宮七
ょス大さ名子場謡日
りで社れ参会を題迄

竺ー一ーフ門［な闘畠［塁竺
日学をど門唐復を年遷ら城る奈移て南 リヘ 下修
大‘興広‘使元見祭都れ宮と良動か港明 1 向め 奈城
社続味大大船さ学ーーた跡初盆とらに朝 に力、各 神旅良遷皿
をい深な極、れしの三ーにめ地なは到大 乗い地 鵬ば盆都春
正てく会殿朱たナこ会〇平設ににりバ着阪 船‘区 —、地一日
式春見場な雀遣。場〇城け平入、スしの 、午こ、 名氏を三大

に家円学で たで当いるり 家 ; な平へ境正へ寺福 にで泊 参
はを楽科あ同゜月大た当郷九の七 帰体素と内式移と寺二親は二宿拝
神志氏をる氏 次社と大里州三月 ,; 路験と御を参動見東日睦新日はし

＇丑戸患紐 ；；言葛冨巫翠以 目名目胃げ［証［な且畜嬰畠悶な
棗五〗三奈喜 列；マ原く、『詈塁 Z 〗；ー：蒼息夏［冒靡·：互舟i!
宣靡雷睾嬰李 え嚢塁価ば、をな嘉 ー 空 重き内なを市提良 摩泉の
一血911•lu;9--、〖息［ [ [ : し 百i~!

せをるれ身．， • - 戻
ら継にたで ・ • ／一ーり し夜泉
れ承あ°落し•，、 : -, - 、 互のに

興 い宴宿

ニー!、[9:苫 \'/ ｀、日口：申後 のい九れ宮収落同 S を語 でれ 復元された遣唐使船の前にて 故れ道 区行

k 雙塁[~ぇ］贔嬰嬰 [9 ：畠 盟農 ＜じし格今おに回で怠畠中 ：、ロ
げのさで＋キ 賛伊を徒で回し 勤は 御めた別回願多のき無面梅 に帰
まこんあ二§胃す勢催歩をらて 講母 礼職各ののいく節た事も雨 下福

t笠； ；且臼吏磁竺占心ど心乞国 茎攀 ［鉛籾邸瞑そ翫皇犀髪芝窃 t悶
伺 9 ぢ冒百胄岱こ霜皇］腐 仁繋 ］、門闊孟｛！［贔り、晶ぎが； [ ：、
待今 とに復わ遷のでか月道 て学 t旦百：門に、嬰〗］ぷ入篇 っバ

私たちは生活者の立場で考え、
私た欠しまユーザーの気持ちを的確に捉え、

ロサーピスに至る

の力を発揮し

顧客の立場で行動します。
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http://www.ga-tap.co.jp 
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北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

暁
に
遠
潮
騒
を
聞
く
こ
と
く
牡
丹
は
さ
ゆ
ら
ぎ
開
き
初
め
た
り

口
認
《
口
冒
冒
い
の
比
喩
の
巧
み
さ
で
、
牡
丹
の
花
に

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

帳
幕
に
伯
習
、
宗
像
、
な
に
が
し
の
名
あ
り
北
上
海
流
お
も
ふ
（
宗
像
大
社
）

対
馬
海
流
に
乗
っ
て
伝
播
し
た
漁
法
と
漁
獲
へ
の
感
謝
の
こ

ー
ロ
謬
這
謬
琵
戸
麟
げ

0ミ
と
誤
読
さ
れ
る
恐

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

ち
び
り
ち
び
り
湯
田
の
地
酒
を
飲
み
な
が
ら
中
也
を
想
ひ
山
頭
火
想
ふ

口
賃
門
謬
尉
尉
霜
認
瓢
厄
『
』
旬
は
「
飲
み

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

山
陽
自
動
車
道
最
高
地
点
の
標
見
え
そ
こ
よ
り
霧
は
晴
れ
て
ゆ
き
た
り

こ
の
ま
ま
で
も
い
い
が
、
高
速
道
の
ス
ピ
ー
ド
感
、
峠
の
高
さ

口
を
出
す
た
め
に
結
句
は
「
一
気
に
は
る
る
」
は
い
か
が
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

根
回
し
を
知
ら
ざ
り
し
わ
が
人
と
会
ふ
短
歌
大
会
の
連
営
の
た
め
に

大
会
事
務
局
の
労
を
黙
々
と
こ
な
す
氏
。
二
句
は
「
知
ら
ざ
り
し

一
竺
」
「
汀
汀
汀

0も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
結
句

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

夫
と
子
は
久
び
さ
逢
び
て
も
無
口
に
て
似
た
者
同
志
テ
レ
ビ
見
て
を
り

-
`
叶
亡
蔚
疇
応
疇
言
霜
豆
｀

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

奇
々
怪
々
ロ
ー
ド
の
ブ
ロ
ン
ズ
め
ぐ
り
し
が
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
ぬ
き
ん
で
て
立
つ

ロ
コ
譴
い
誌
瓢
心
腎
、
賛
註
戸
饗
戸
渭
百
疇

社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
日
メ
切

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

亡
き
母
が
槌
り
て
上
り
し
階
段
の
手
摺
を
わ
れ
も
握
り
て
の
ぼ
る

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

病
院
の
は
し
こ
を
せ
り
と
亡
き
姑
の
言
い
種
思
う
わ
れ
と
な
り
け
り

加
齢
す
る
こ
と
は
新
し
い
事
に
出
会
う
事
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
ま

-
“
[
い

□紅
も
通
ず
る
。
池
浦
さ
ん
の
結
句
は
『
靡
い
と
な
り
ぬ
」

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

幼
な
日
の
吾
の
呼
び
名
は
「
ヒ
ロ
ッ
シ
ャ
ン
」
去
る
一
1
1
Hに
米
寿
迎
え
り

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

リ
ュ
ッ
ク
背
に
米
を
求
め
て
農
家
へ
と
戦
時
中
の
吾
の
青
春

―
[
口
]
`
[
。
‘
｀
→
謬
昇
評
昇
鱈

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

お
そ
霜
と
風
邪
引
き
の
た
め
遅
れ
た
る
菊
の
さ
し
穂
は
針
金
に
も
似
る

宗
像
市
田
野
森
甲
子

強
風
に
柿
の
若
葉
の
揺
る
る
な
か
紫
陽
花
ほ
ん
の
り
く
れ
な
ゐ
の
差
す

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

境
内
に
真
白
に
咲
き
し
車
輪
梅
吹
く
海
風
に
絶
え
間
な
く
散
る

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

梅
雨
空
を
映
す
植
田
に
さ
ざ
波
を
立
た
せ
て
よ
ぎ
る
初
夏
の
風

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
身
近
な
も
の
か
ら
季
の
移
り
を
感
じ
詠
わ

一
芸
詞□覧
只
言
汀
汀
｀
ん
夏

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

千
光
寺
真
心
こ
め
し
紫
陽
花
園
百
花
を
め
づ
る
友
人
つ
ど
い
て

ロ
讀
＜
汀
紅
。
同
窓
会
だ
ろ
う
か
、
楽
し
い
時
間
が
過
ぎ

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
ミ
ツ
子

子
の
操
縦
視
界
が
北
に
消
え
し
よ
り
水
平
線
は
平
ら
に
淡
し

口
霜
麟
疇
‘
渭
J
戸
、
い
い
認
亨
認
鱈
こ
麟
＂
者
は
乗
っ
て
い
る

鼻
耳
．
g

投
稿
の
歌
に
批
評
を
書
き
ゆ
く
は
恋
文
つ
づ
る
心
に
も
似
る

わ
が
夢
を
の
せ
て
去
り
ゆ
く
絨
毯
に
あ
ら
ず
や
タ
ベ
朱
の
色
の
雲

一
切
放
下
出
来
る
筈
な
し
出
来
ぬ
ゆ
ゑ
こ
の
世
は
楽
し
な
あ
春
の
風

宗
像
市
日
の
里

た
か
は
た

黄
金
色
の
高
機
遺
物
緑
さ
す
（
宗
像
大
社
）

花
田
い
つ
枝

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

夕
映
え
の
雲
曳
い
て
ゆ
く
一
機
の
尾

や
す
と
も
し

い
ち
に
ち
の
寧
ら
ぎ
に
ゐ
て
春
灯

（
先
月
掲
載
の
表
記
に
誤
り
が
こ
ざ
い
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
ぴ
申
し
上
げ
ま
す
。
）

宗
像
市
吉
武
白
土
凌
一

梅
雨
の
間
に
洗
濯
し
た
り
二
度
洗
い

8月祭事暦
つきなみ

毎月 1 ·15日月次祭
午前10時～高宮祭

第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前 11 時～総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(1 5 日）

7日中津宮七夕祭

午後7時～ 於＝筑前大島中津宮

15日宗像護国神社千灯明祭

午後7時～ 於＝宗像護国神社

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

」
ル
ド
カ
ッ
プ
が

終
わ
り
ま
し
た
。
日
本
も
奮
闘
し
て

く
れ
ま
し
た
が
、
選
手
以
上
に
関
心

を
も
っ
た
の
が
審
判
で
し
た
▼
決
勝

で
は
西
村
雄
＿
氏
が
「
第
四
の
審
判

員
」
と
し
て
日
本
人
初
の
決
勝
に
名

を
連
ね
ま
し
た
。
公
正
無
私
に
物
事

を
判
断
で
き
る
日
本
人
と
し
て
、
と

て
も
誇
ら
し
か
っ
た
で
す
。
特
に

準
々
決
勝
で
、
暴
力
行
為
の
ブ
ラ
ジ

ル
人
選
手
に
対
し
、
毅
然
と
し
た
態

度
で
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
を
出
し
た
シ
ー

ン
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
▼
さ

て
、
次
は
球
児
た
ち
の
夏
で
し
ょ
う

か
。
例
年
に
も
増
し
て
猛
暑
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
ご
自
愛
下
さ
い
。
（
塚
）
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